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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに    

 バンコクでは，近年自動車が急増し交通渋滞，大気

汚染，騒音問題などの問題が起こり，交通量の削減が

望まれている．その 1 つの対応策として，カーシェア

リング導入による公共交通へのシフトが考えられてい

る． 

本研究はカーシェアリングのタイ・バンコクへの導

入可能性を検討するためカーシェアリングに対する意

識調査を行い，カーシェアリングの利用率を高めるた

め，転換要因を探る事を目的としている． 

２．２．２．２．    アンケート調査アンケート調査アンケート調査アンケート調査    

 カーシェアリングに対する意識調査と交通手段選択

行動をモデル化するために，現状の交通行動とカーシ

ェアリングを導入した際の転換可能性についてのアン

ケートを実施した．概要を表－1に示す． 

表－１表－１表－１表－１    アンケート概要アンケート概要アンケート概要アンケート概要                                    

    
３．アンケート結果３．アンケート結果３．アンケート結果３．アンケート結果    

３．１３．１３．１３．１    現在の交通手段現在の交通手段現在の交通手段現在の交通手段    

ここでは通勤に着目し，現在の交通手段選択を把握

する． 

 図－１は交通手段の比率を示したものである．自家

用車，バス，BTS の利用が高い．これらをふまえ，カ

ーシェアリングとの代替が比較的容易に考えられるの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は②～⑦の交通選択である． 

また，図－２，図－３はそれぞれ②バス利用者，③

BTS 利用者のバス停,BTS 駅までの交通手段を示したも

のである． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バス停までを徒歩ではなくそれ以外の交通機関を利

用している人（②），またバスを乗り継いで通勤し，時

間ロスが多い人（②）や，BTS までの駅までを自家用

車やバス，バイクタクシー等を利用している人（③）

が本研究の目的である代替可能性のある交通手段選択

をしている層であると考える． 

 ①の自家用車による通勤を行っている人々をカーシ

ェアリングへ移行させる事が最も大きな効果をもつ． 

  

調査目的 経済状況・外出行動把握・環境・カーシェアリングの意識調査

調査対象
バンコク市内北部
Chatuchak,Ladprao,Khwang,Phayathai,Patumwan,Wattana
の６住宅地区

調査日 2002.8
調査方法 訪問調査(チュラロンコーン大･中央大）・郵送回収
配布数 800
回収数 592

調査項目

個人属性(性別,年齢,職業,所得,世帯タイプ,車保有台数),
現在の目的別外出行動(手段･アクセス時間･移動時間･理由),
環境・カーシェアリング意識調査,パラトランジット利用頻度,
カーシェアリングシステムについて(ステーションまでの距離･
ステーションからの距離･入会金希望金額･
時間チャージ希望金額･車の機能)

キーワード：カーシェアリング 交通手段選択 
連絡先：〒112-8551 東京都文京区春日 1-13-27
交通計画研究室 TEL 03-3817-1793 
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以上の点から今回カーシェアリングに代替可能な交

通選択を行っている全体の９割を占める①自家用車利

用者，②バス利用者と③BTS 利用者の２つに分け２項

選択ロジットモデルにより分析する． 

 本研究ではカーシェアリングの利用範囲を，自宅か

ら目的地ではなく，図－４に示すように自宅から公共

交通の駅までと仮定する．あくまでもカーシェアリン

グを利用して，個人交通を減少させ，公共交通へ転換

させることがカーシェアリングの真の目的と考えるた

めである． 

    
    
    
    
    
    
    
    
３．２３．２３．２３．２    カーシェアリング選択率カーシェアリング選択率カーシェアリング選択率カーシェアリング選択率    

表－３にアンケートから求めたカーシェアリングの

選択率を示す．ここでケースとは，アンケートで設定

したカーシェアリングのサービス条件である． 

    
    
    
    
    
    
    
    表－３のように入会金，月会費が安く，使用料が高

いケースが支持された．また，入会金，月会費が高く

ても使用料が０のケースも２８％支持されている． 

４．非集計２項選択ロジットモデル４．非集計２項選択ロジットモデル４．非集計２項選択ロジットモデル４．非集計２項選択ロジットモデル    
 表－４に本研究で用いた説明変数を挙げる． 

 
 
 
 
 

車両保有台数は車を保有している人がカーシェアリン

グに転換するかどうかを表す変数として用いる．入会

金は退会時には返金されるが，今回のアンケートでは

所得との関係からも高額だと思われる．現在の維持費

用としては燃料費を，カーシェアリングに移行した場

合かかる費用としては月会費＋時間チャージ×現在の

移動時間をそれぞれ採用した． 
５．パラメータ推計結果５．パラメータ推計結果５．パラメータ推計結果５．パラメータ推計結果    
 ①自家用車利用者についてのモデル推計結果を表－

５に，②・③バス・BTS 利用者のモデル推計結果を表

－６に示す． 

 
 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

６．推定結果の検討６．推定結果の検討６．推定結果の検討６．推定結果の検討    

今回設定した金額は平均月収が 16,300Baht である

ことを考えると，かなり高めであったが，カーシェア

リングの選択率は高い結果になった． 

入会金の t 値が高く，安定していることから，カー

シェアリングを利用するか否かは入会金の影響が大き

いと考えられる．一時金の入会金額を低めに設定する

事で，今回求めた選択率をより高くすることが出来る

と考えられる．アクセス時間や移動時間については今

回の地域では選択のネックになっていないと言える． 
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69.30%

移動時間
-9.58E-03

入会金
-5.00E-05

料金
-7.74E-05
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所得

表－５　グループ①パラメーター推計結果

目的：仕事
7.10E-02

※(  )内はｔ値

②・③
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尤度比
的中率

アクセス時間

移動時間

入会金

0.20
72.50%

-2.12E-01

3.92E-03

-8.34E-05

０台

１台以上

目的：仕事
2.90E-01

3.46E-01

表－６　グループ②・③パラメータ推計結果

保有台数ダミー

ケース１ ケース２ ケース３
ステーションへの時間[分] 5 10 15

利用時間[分] 15 20 30
形態 ラウンドトリップ ラウンドトリップ マルチトリップ
車種 同種 多種 同種

入会金[Baht] 10,000 20,000 30,000
月会費[Baht] 2,000 3,000 5,000

使用料[Baht/３０分] 50 30 0
カーシェアリング選択率 34% 22% 28%

表－３　ケースごとのカーシェアリング選択率表－３　ケースごとのカーシェアリング選択率表－３　ケースごとのカーシェアリング選択率表－３　ケースごとのカーシェアリング選択率

変数変数変数変数 備考備考備考備考

所得 今回の地域では平均月収が16,000Baht

車両保有台数 0台35％　1台33％

アクセス時間 ②・③の最寄りのバス停，BTS駅へのアクセス時間

移動時間
① → 車 に 乗 っ て 移 動 し て い る 時 間
②・③→最寄のバス停，BTS駅からの移動時間

入会金 10,000B  20,000B  30,000B
①に対して現在の一ヶ月当たりの維持経費と
移行した場合にかかる一ヶ月の費用差

個個個個
人人人人
属属属属

性性性性

料金

共共共共
通通通通
変変変変
数数数数

表－４　説明変数表－４　説明変数表－４　説明変数表－４　説明変数
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